
○普及上参考となる技術                                   

                          

［背景・ねらい］ 

種子生産における漏生イネの除去は、異品種の混入を防止し、種子の純度を維持する上で重要な

作業である。種子法の廃止以降、圃場作付け品種の多様化及び作付け品種の変更が進む中、除草剤

防除後に残存する漏生イネの抜取りは手作業となるため、多大な時間や労力を要することが課題と

して挙げられている。 

そこで、省力的な漏生イネの防除技術の策定に向けて、漏生イネに対する乗用型除草機の防除効

果を検証した。 

 

［成果の内容・特徴］  

１ 漏生イネは、中干し頃までに最終出芽個体数の約9割が出芽する（データ略）。 

 

２ 中干し直前における乗用型除草機の処理により、条間に発生した漏生イネの抜取り個体数は７

割程度減少するが、株間の漏生イネは残存する（図1）。 

 

３ 漏生イネの抜取り個体数は、除草剤の体系処理に機械除草を併用することで少なくなり、除草

剤による体系処理区と比べ７割程度減少する（図２）。 

 

４ 漏生イネの抜取り作業時間は、抜取り個体数の減少に伴い縮小し、除草剤の体系処理に機械除

草を併用することで、除草剤による体系処理区と比べ２割程度短縮する（図２）。 

 

５ 除草機走行直後に、除草機により押し倒された栽培イネの株が一部確認されたが、機械処理後

２週間程度でおおむね回復する（図３）。また、種子収量への影響は小さい（図４）。 

 

［成果の活用面・留意点］  

１ 漏生イネの防除効果及び抜取り作業時間は、圃場の埋土種子量・発生消長や使用する除草剤、

除草剤散布後の水管理等により変動する。 

 

２ 本試験は、一般雑草に対する評価は含まず、漏生イネに対する防除効果の結果になる。また、

漏生イネの多発条件下での試験結果となる。 

 

３ 本試験は（株）オーレックのSJ800Xを用い、作業深さを「標準」、レーキ回転数を「１（遅）」

に設定し、除草作業を行ったものである。機械除草機の設定及び圃場の湛水深等は、メーカー

等の指導のもと実施する。 

 

４ 機械除草機の旋回部等で欠株が発生し、その周辺部に生育ムラが生じるため、種子生産圃場に

おいては欠株の発生を低減する栽培方法の検討が必要である（図５）。 

 

 

 

［タイトル］種子生産における乗用型除草機を用いた漏生イネの防除効果 

［要約］除草剤の体系処理後に乗用型除草機を併用することで、漏生イネの個体数は減少し、漏生

イネの抜取り作業時間は短縮される。 
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［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 
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図５ 機械除草の旋回行程で発生する

欠株の状態 

図２ 除草方法の違いによる漏生イネの抜取り個

体数と作業時間の比較（2024年度） 
注１）漏生イネとして、水稲作付け品種とは異なる「コシヒカリ」種子を水

温15℃程度で浸漬積算温度を50℃、20℃、０℃の3段階で予措し、等

量混和した。その後、植代直前に圃場内に均一散播し、植代作業によ

りに土中混和を行った。 

注２）除草剤の体系処理では、移植当日にテニルクロール含有剤を散布し、

移植10日後にフェノキサスルホン含有剤を散布した。また、機械除草

は中干し直前（移植29日後）に行った。 

注３）1区当たり4.8m×15．0ｍの中規模区画で試験を行い（n=1）、機械除草

後（移植60、移植91日後）に調査を行った。 

注４）除草剤散布の作業時間は、除草剤を 2 回散布した体系処理時の合計時

間を示す。 

図１ 漏生イネ発生位置が機械除草機の防

除効果に及ぼす影響（2023年度） 
注１）漏生イネとして、「ムラサキイネ」種子を水温15℃程度で浸

漬積算温度を50℃、20℃、０℃の3段階で予措し、等量混和

した。その後、植代直前に圃場内に均一散播し、植代作業に

よりに土中混和を行った。 

注２）一般雑草のみを防除するため、ピラゾレート含有剤を移植+0

日に散布した。機械除草は中干し直前（移植 27 日後）に行

った。 

注３）1 区当たり 1.2m×2.0ｍの区画で試験を設置し（n=3）、機械

除草後（移植42日後）に調査を行った。 

注４）図中のエラーバーは、標準偏差を示す。 

 （A） 

図３ 機械除草後の稲株の状態 
※（A）が機械除草処理直後の稲株の状態、 

（B）が処理2週間後の稲株の状態を示す。 

 （B） 

図４ 機械除草が種子収量に及ぼす影響（2024年度） 
注１）沖積砂壌土水田における水稲品種「てんたかく81」の栽培試験の結果で

ある。 

注２）除草剤の体系処理では、移植当日にテニルクロール含有剤を散布し、移

植10日後にフェノキサスルホン含有剤を散布した。また、機械除草は中

干し直前（移植29日後）に行った。 

注３）種子収量は、成熟期の稲体を株刈り・脱穀し、篩目2.2mm で調整後に、

籾水分15.0%で換算した値を示す。 

注４）図中のエラーバーは、標準偏差を示す。 

－ 28 －


